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1. 背景と目的

音声による感情伝達は文化を超えた普遍性があることが知られている（Scherer et al.

2001）。一方，第二言語の音声における感情の表出は，母語話者によるそれと異なること

も報告されている（甲斐他 2003）。また，声の高さ・長さ・強さ・声質などの複合的な音

響特徴が感情の知覚に関与していることも指摘されている（エリクソン他 2006）。 

 音声による感情伝達は不可欠なコミュニケーションスキルであり（Erickson 2005），音

声コミュニケーションによる意思疎通の誤解を避けるためには，外国人学習者にとって

も同様に重要であると思われる。例えば，中国語を母語とする日本語学習者が喜んでいる

のに，日本人には怒っているように聞こえたといった事象をよく耳にするが，これも感情

伝達の失敗による誤解であると考えられる。

桜庭他（2001，2004）では，日本児と米国児が幸福、悲しみ、怒りおよび平静の感情を

込めた発話/pikachuu/を，日本語母語話者とアメリカ英語母語話者に聞かせ，音声が示す

感情を選択させた。その結果，米国児の発話よりも，日本児が発話した感情音声の同定率

が高かった。また，甲斐他（2003）では日本語母語話者と韓国人日本語学習者による感情

音声を用い，日本語母語話者と韓国人日本語学習者に聞かせる知覚実験を行なった。その

結果，感情同定率が 80％以上の音声の数を見ると，日本語母語話者の発話のほうが韓国

人日本語学習者より多かった。これらの先行研究は，ある言語の母語話者による音声のほ

うが非母語話者のそれよりも意図した感情を正しく聞き取られることを示唆している。

これらの研究を踏まえ，筆者らは 2名の日本語母語話者（以下 JN）および 4名の中国

語を母語とする日本語学習者（CJ）の 7つの感情（「中立(Neutral)」「喜び(Happy)」「怒り

(Angry)」「悲しみ(Sad)」「驚き(Surprised)」「恐れ(Afraid)」「嫌悪(Disgusted)」）を込めた発話

の日本語音声データを収録し，それらを用いて発話者とは別の JN12名，日本語能力試験

N1合格者の CJ12名，および日本語学習歴のない中国人非日本語学習者（CN）12名の 3

群に聴取させ，音声が示す感情を選択してもらった（李他, 2018）。その結果，どの群でも

CJ による音声の方が，発話者の意図した感情との同定率が高くなった（p < .001）。さら

に，JNによる感情音声では，「悲しみ」と「恐れ」，「喜び」と「驚き」，「怒り」と「嫌悪」
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の 3 組の混同が顕著であり，CJ による感情音声では「悲しみ」と「恐れ」のみが混同さ

れやすいという結果を得た。この結果は，先行研究の結果とは異なり，母語話者の発話よ

りも学習者の発話の意図する感情の同定率が高く，混同も少ないことが示したものであ

る。本研究では，なぜこのような知覚傾向が見られたのかについてさらに検討にするため

に，JNおよび CJが 7種類の感情をこめて発話した音声を対象に音響分析を行ない，知覚

との関係について考察を行う。

2. 音響分析

音響分析に用いた音声資料は，李他（2018）で収録したものを用いた。音声に込める

感情は Ekman（1992）の 6基本感情（「怒り」「悲しみ」「喜び」「中立」「驚き」「恐れ」「嫌

悪」）に基づいて選び，「中立」は他の感情と比較するためのベースラインとして採用した。

JN2 名，CJ4 名によるそれぞれの感情を込めた日本語音声計 462 トークン（6 名×7 感情

×11 タスク語）を分析の対象とした。全てのトークンについて，基本周波数 F0 の平均値

(F0mean)，最小基本周波数(F0level (= min))，最大基本周波数(F0max)，基本周波数の範囲

(F0span)，持続時間(Duration)，インテンシティ(Intensity)の 6つのパラメータについて測定

を行った。F0mean，F0level，F0max および F0span については，Hz から Z 得点へ変換し

た。JNによる音声の音響分析の結果を図 1に示し，CJによる音声の音響分析の結果を図

2に示す。図中のマーカーはそれぞれの被験者の平均値を示す。 

図 1	 JNによる感情音声の音響的特徴 
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図 2	 CJによる感情音声の音響的特徴 

感情を要因とする 1 要因分散分析を行ったところ，すべての音響的特徴において感情

の主効果が有意であった（all ps < .001）。そのため，それぞれの音響的特徴について多重

比較を行い，有意差が見られた感情間の結果のみを表 1に示す。 

まず，李他（2018）において，CJによる発話において混同されやすかった「悲しみ」と

「恐れ」について検討する。CJ による発話の音響分析の結果では，「悲しみ」の F0mean

と Intensity は「恐れ」より有意に低いことが分かった。この結果から，CJ が「悲しみ」

と「恐れ」を区別するときは F0meanと Intensityを音響学的手がかりとして感情音声を生

成している可能性を示唆していると考えられる。

さらに李他（2018）においては，JNでは「悲しみ」と「恐れ」の他に、「喜び」と「驚

き」，「怒り」と「嫌悪」の 2 組で混同が顕著に認められたが，CJ ではそれはあまり見ら

れなかった。表 1の通り，CJによる発話では，「喜び」の F0maxと F0spanは「驚き」よ

り有意に低く，「喜び」の Duration は「驚き」より有意に長かった。さらに，「怒り」の

F0span は「嫌悪」より有意に狭かった。すなわち，CJ が感情音声を生成する際，「喜び」

と「驚き」を区別する音響学的手がかりは F0maxと F0spanであり，「怒り」と「嫌悪」を

区別する手がかりは F0span である可能性がある。一方で，JN が生成した感情音声では，

これらの 3組について音響的特徴の分析したところ、違いは見られなかった。これらの音

響的特徴が，聴者が JNによる発話に対して「悲しみ」と「恐れ」，「喜び」と「驚き」，「怒

り」と「嫌悪」を混同する要因になっている可能性があると考えられる。以上の結果から，

CJの音声の同定率が高く，JNの音声が混同されやすかったのは，JNの感情音声間の音響
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的特徴の違いが CJに比べて顕著ではなかったためだと考えられる。 

表 1	 各音響的特徴における多重比較の結果 

CJ F0mean F0level F0max F0span Duration Intensity 

中立 vs. 怒り n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＜* 

中立 vs. 悲しみ n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＞* 

中立 vs. 驚き n.s. n.s. n.s. ＜* n.s. n.s.

中立 vs. 嫌悪 n.s. n.s. n.s. n.s. ＜* n.s.

喜び vs. 悲しみ n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＞* 

喜び vs. 驚き n.s. n.s. ＜* ＜* ＞* n.s.

怒り vs. 悲しみ n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＞* 

怒り vs. 驚き n.s. n.s. ＜* n.s. n.s. ＜* 

怒り vs. 嫌悪 n.s. n.s. n.s. ＜* n.s. n.s.

悲しみ vs. 驚き ＜* n.s. ＜* ＜* n.s. ＜* 

悲しみ vs. 恐れ ＜* n.s. n.s. n.s. n.s. ＜* 

悲しみ vs. 嫌悪 n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. ＜* 

JN F0mean F0level F0max F0span Duration Intensity 

嫌悪 vs. 驚き n.s. n.s. n.s. ＜* n.s. n.s.

悲しみ vs. 驚き n.s. n.s. n.s. ＜* n.s. n.s.
*p < .05

3. 生成と知覚の関係

感情音声の生成と知覚の関係を調べるために，収録した発話に現れた音響的特徴と李

他(2018)で得られた感情同定率の相関分析を行った結果を表 2に示す。前節で述べた感情

の区別に手がかりとされた可能性のある音響的特徴に関して網かけを用いて示す。	

CJによる発話では，「悲しみ」と「恐れ」に関して，「悲しみ」の同定率は F0meanが低

いと高くなり（r(132) = −.47, p < .001），Intensityが弱いと高くなる（r(132) = −.38, p < .01）。

「恐れ」の同定率は F0meanが高いと高くなり（r(132) = .57, p < .01），Intensityが強いと

高くなる（r(132) = .23, p < .01）。また，「喜び」と「驚き」に関して，「喜び」は Duration

が長いと同定率が高くなる（r(132) = .62, p < .001）。さらに，「怒り」と「嫌悪」に関して，

「怒り」は F0spanが狭いほど同定率が高い（r(132) = −.32, p < .05）ことが観察された。
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JN による発話では，感情の区別に手がかりとされた可能性のある音響特徴と同定率の相

関は見られなかった。

表 2	 音響的特徴と同定率の相関（r） 

各感情の同定率

CJ 恐れ 怒り 嫌悪 喜び 中立 悲しみ 驚き

F0mean .57*** .60*** −.16 .16 −.03 −.47*** −.27* 

F0level .31*** −.09 −.18* .14 .18* −.53*** .22* 

F0max .24** .26** −.10 .19* −.11 .50*** −.02 

F0span −.09 −.23** −.07 .13 −.21* .04 −.14 

Duration −.08 .20 .27*** .62*** −.19* .07 −.13 

Intensity .23** .27* .09 .06 .13 −.38** −.03 

JN 恐れ 怒り 嫌悪 喜び 中立 悲しみ 驚き

F0mean .13 .01 .12 −.06 .07 −.02 .27 

F0level .48 .26* .03 −.16 −.01 −.43*** .13 

F0max .16 .16 .08 −.15 .22 .04 .12 

F0span −.26* −.05 .06 −.03 .10 .05 .05 

Duration −.45*** .09 −.17 .04 −.13 .17 −.07 

Intensity .05 .15 .22 .35 .41** −.01 −.13 

*p < .05，**p < .01，***p < .001

以上の感情音声の生成と知覚の関連についてまとめる。CJ による発話では，「悲しみ」

と「恐れ」に関して，「恐れ」の F0meanと Intensityは「悲しみ」より有意に大きく，「悲

しみ」の同定率は F0meanが低いと高く，Intensityが弱いと高く，「恐れ」の同定率は F0mean

が高いと高く，Intensity が強いと高いことが見られた。また，「喜び」と「驚き」に関し

て，「驚き」の F0spanは「喜び」より有意に大きく，「喜び」の Durationは「驚き」より

有意に長く，「喜び」は Durationが長いと同定率が高くなることが分かった。さらに，「怒

り」と「嫌悪」に関して，「嫌悪」の F0spanは「怒り」より広く，「怒り」は F0spanが狭

いほど同定率が高いことが観察された。以上の分析から，聴者は CJの「悲しみ」と「恐

れ」の区別に F0mean と Intensity，「喜び」と「驚き」に Duration，「怒り」と「嫌悪」に

F0spanを手掛かりとしている可能性が示された。 

4. おわりに
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筆者らの前研究（李他, 2018）において，CJによる発話の同定率が高く，JNによる発

話が混同されやすいことが見られたが，音響分析および同定率との相関分析の結果，JN

の感情音声間の音響的特徴の違いが CJに比べて顕著ではなかったためだということが明

らかになった。CJの発話では「恐れ」と「悲しみ」の区別には声の高さ（F0mean）と強

さ（Intensity）を制御して表しており，「驚き」と「喜び」ではピッチレンジ（F0span）や

持続時間（Duration）を，「嫌悪」と「怒り」でもピッチレンジ（F0span）を制御している

ことが示された。このような音響特徴の顕著な違いは JN には見られず， CJは日本語の

感情音声の伝達にあたって，日本語母語話者よりも多くの音響情報を利用していること

が示された。このような CJ の感情音声の音響特徴が背景言語の影響によるものなのか，

または学習言語であるためのオーバーリアクションと考えられるのかについては，今後

さらに，中国語の感情音声について同様の分析を行うなどして検討する必要がある。また，

日本語における感情表出についても，声質など本研究で行なった分析以外の面からの検

討も行っていく予定である。
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